
1/15
ウェビナー（zoom）

テーマ
知的財産権を保護するための制度及び運用

開催形式・言語
オンライン形式
日本語・ラオス語（日本語・ラオス語の逐次通訳）

申込方法
☑ 申込期限｜

☑

☑

申込み先｜

記載事項｜

令和３年１月８日 金
JSIP2020@i.moj.go.jp

メール件名:ラオス JSIPセミナー参加申込

メール本文:①氏名（ふりがな）②職業 ③メールアドレス

■共催 法務省
ラオス最高人民裁判所

日本弁護士連合会
弁護士知財ネット
ＪＩＣＡラオス法の支配発展促進プロジェクト

■後援

令和３年

12:00～19:00
（日本時間）

ラオス

JSIP Judicial Symposium on Intellectual Property

フォローアップセミナー

金

以下の情報を記載の上，お申し込みください。



プログラム

模倣品に関する動画上映・説明

 問い合わせ先

法務省大臣官房国際課

TEL: 03-3580-4111（代表）

詳細は法務省ホームページに掲載されます。

ラオス側プレゼンテーション

○ 日本の商標権侵害訴訟の概要
矢部 耕三 弁護士
（ユアサハラ法律特許事務所/日弁連知財センター副委員長/
弁護士知財ネット理事）

○ Part1  税関による水際取締り
Part2  商標の取消等に関する手続
板井 典子 弁護士（青木・関根・田中法律事務所）

法務省 ＪＳＩＰ セミナー

○ 高岡 裕美 氏
（JICA専門家／ミャンマー商業省知的財産行政アドバイザー）

○ 知的財産事件の裁判手続
ニパポン・トンマニヴォン氏
（ヴィエンチャン首都人民裁判所商業部長）

○ ラオスにおける知的財産権登録及び行政上の知的財産紛争解決制度
スリニャー・シーソムヌック氏 （ラオス科学技術省知的財産局

知財紛争解決課副課長）
○ 知的財産権に関する国境措置

カンダー・シンパスート氏（ラオス財務省関税局国際協力課副課長）

日本側プレゼンテーション

http://www.moj.go.jp/kokusai/kokusai08_00015.html


